
【令和５年度 予算案】

歳出 歳入 歳出 歳入

現行 42万円／人

【国保会計における出産育児一時金の給付額と繰入金】 【支給額の増額による影響（負担増）】
年度 歳出：給付額 件数 歳入：繰入金 ＊１件あたり８万円の増額（現行42万円→改正50万円）

令和元年度決算 30,558,074円 74件 20,372,049円 ＊年間支給件数が110件の場合、国保・一般会計あわせて880万円の増

令和２年度決算 39,600,490円 95件 26,400,327円  （国保会計１／３約293万円 ＋ 一般会計２／３約587万円）

令和３年度決算 38,640,000円 93件 25,760,000円 ＊令和５年度に限り、5,000円／件の国庫補助あり（110件で55万円）

令和４年度予算 54,600,000円 130件 36,400,000円 ＊令和６年度以降は、後期高齢者医療制度からの拠出金が充当され、

令和５年度予算案 46,200,000円 110件 30,800,000円    事業費納付金の後期高齢者支援金分と相殺される見込み。

※令和５年度予算案は改正前の42万円／件で積算している。

令和５年度では、

資料　５

 国保会計・一般会計歳出880万円ー国庫補助55万円＝825万円の負担増

武蔵野市における出産育児一時金の引上げによる影響

一般会計からの繰入
金２／３と保険税等
１／３を財源として
給付している。

令和５年度に限り、
１／３に対して
５千円／件の補助金
が交付される。

給付額の２／３を
一般会計から国民健
康保険事業会計へ繰
出す。

地方交付税交付団体に
は地方交付税が交付さ
れるが、本市は不交付
団体のため全額を一般
財源で賄う。
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